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平和会健康友の会
機関紙編集委員会

〠631-0818 奈良市西大寺赤田町1-7-1
医療法人平和会吉田病院　 組織課内
　　　　☎（0742）45-4601（内線387）
　　　　 直通（0742）45-4707（FAX兼用）

吉田病院支部　　☎４５-４６０１　内線３８７
　〠６３１－０８１８  奈良市西大寺赤田町１-７-１
あやめ池診療所支部　☎0742-45-0460
　〠６３１－００３３  奈良市あやめ池南 6-1-7
とみお診療所支部　　☎0742-45-7480
　〠６３１－００６１  奈良市三碓 2-1-3第2リコービル
ならやま診療所支部　 ☎0742-71-1000
　〠６３１－０８０５  奈良市右京 3-2-2
夕陽ヶ丘診療所支部　☎0745-72-9490
　〠６３６－０８０１  生駒郡三郷町夕陽ヶ丘 1-40
生 駒 支 部　　　 ☎0743-71-7222
　〠６３０－０２５６  生駒市本町7-10生駒医療ビル
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会員数12,303世帯（8月25日現在）
No.158

　

吉
田
病
院
で
は
認
知
症
の

予
防
と
し
て「
も
の
忘
れ
予
防

教
室
“
ス
リ
ー
Ａ
体
操
”」（
無

料
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ス

リ
ー
Ａ
体
操
は「
楽
し
く
頭
を

使
う
場
所
」「
脳
の
活
性
化
を

目
的
と
し
た
教
室
」と
な
っ
て

い
ま
す
。第
一
回
目
も
参
加
さ

れ
た
方
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

認
知
症
は
、誰
も
が
な
り
得

る
病
気
で
す
か
ら
、「
予
防
」を

す
る
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま

す
。こ
の
体
操
を
通
し
て
「
も

の
忘
れ
予
防
」に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

「いきいき元気体操」
講習会

日時：9月24日（水）　10時～ 11時30分
場所：吉田病院南棟大会議室

講師：横山佳祐健康運動指導士
参加申込み不要

お問い合わせ先：友の会事務局
☎0742-45-4707（FAX兼）

　

今
年
で
4
回
目
と
な
っ
た

「
気
軽
に
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

は
、
日
ご
ろ
友
の
会
の
班
会

や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
で

き
な
い
会
員
の
皆
さ
ま
に

も
、
健
康
づ
く
り
の
と
り
く

み
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
の

思
い
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
健
康
」を
望
む
気
持
ち
は
誰

し
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ツ
コ

ツ
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く

こ
と
は
難
し
い
も
の
。こ
の

「
気
軽
に
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
生

活
習
慣
や
運
動
習
慣
を
改
善

す
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
メ
ニ

ュ
ー
を
見
直
し
、
10
項
目
を

5
つ
に
し
ぼ
り
込
み
、
新
し

く「
い
き
い
き
元
気
体
操
」を

加
え
ま
し
た
。「
い
き
い
き
元

気
体
操
」
は
平
和
会
職
員
の

横
山
佳
祐
健
康
運
動
指
導
士

が
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ご
年
配
の

方
む
け
に
椅
子
に
座
っ
て
行

う
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
維
持

を
目
的
と
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
体
操
の
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
す
（
詳
細

は
下
記
）の
で
、関
心
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

「
気
軽
に
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
く
だ
さ

い
。講
習
会
に
来
ら
れ
な
い

方
に
も
、「
い
き
い
き
元
気
体

操
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た

方
に
は
体
操
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
写
真
つ
き
で
紹
介
し
た

「
虎
の
巻
」
を
お
渡
し
し
ま

す
。

　
「
気
軽
に
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
は
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
健
康
づ
く
り
の
と

り
く
み
を
8
週
間
継
続
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。8
週
間

と
り
く
む
気
持
ち
を
維
持
す

る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
家
族
一
緒

に
、
お
友
達
と
一
緒
に
、「
チ

ャ
レ
ン
ジ
仲
間
」
を
増
や
し

な
が
ら
と
り
く
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。（
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ

い
て
は
別
紙
チ
ラ
シ
と
エ
ン

ト
リ
ー
用
の
ハ
ガ
キ
を
同
封

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

人
柄
の
良
さ
は
誰

に
も
必
要
。
わ
け
て

も
多
く
の
人
と
接
す

る
地
位
に
あ
る
人
は
、

そ
の
影
響
が
大
き
い
。

そ
れ
は
時
に
人
の
一

生
に
関
る
こ
と
も
あ

る
。
特
に
医
師
は
エ

リ
ー
ト
で
、
病
人
を

救
う
天
職
に
携
わ
る
人
だ
か
ら
尊

敬
さ
れ
る
。
で
も
様
々
な
先
生
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　

昔
ハ
ン
セ
ン
病
を
撲
滅
す
る
制

度
で
、
病
者
を
強
制
隔
離
し
て

人
間
扱
い
し
な
か
っ
た
。
そ
の

時
代
に
入
園
者
の
片
手
を
11
回
も

手
術
し
た
医
師
が
あ
っ
た
。
神
経

が
犯
さ
れ
て
、
麻
痺
し
た
り
指
が

曲
が
っ
て
し
ま
う
等
、
症
状
は
複

雑
で
、
簡
単
に
は
治
療
で
き
な
い
。

そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
患
者
の
部
屋
ま

で
夜
出
向
き
、
図
で
詳
し
く
説
明
、

「
野
球
が
出
来
る
ほ
ど
の
手
に
な

り
た
く
な
い
か
」
と
励
ま
し
な
が

ら
根
気
よ
く
治
療
さ
れ
た
。
深
い

感
謝
の
気
持
は
今
も
語
り
継
が
れ

て
い
る
。

　

反
面
、
腕
が
い
い
と
評
判
の
医

師
で
、
患
者
に
症
状
の
訴
え
も
さ

せ
ず
、
検
査
で
解
る
、
治
療
し
て

や
る
の
だ
か
ら
黙
っ
て
ろ
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
、
威
丈
高
な
人
も
あ

る
。
待
っ
て
い
る
患
者
を
思
え

ば
、
１
人
に
時
間
は
か
け
ら
れ
な

い
。
で
も
患
部
の
治
療
だ
け
で
な

く
、
人
間
丸
ご
と
治
癒
す
る
に
は
、

苦
し
み
の
訴
え
を
聞
き
、
治
療
法

を
解
説
し
て
労
わ
り
の
一
言
が
必

要
。

　

医
師
対
患
者
で
な
く
、
人
間
同

士
と
し
て
「
と
も
に
病
と
闘
お

う
」
と
励
ま
さ
れ
、
治
療
の
過
程

で
、
期
待
と
覚
悟
が
で
き
て
こ
そ
、

苦
痛
に
も
耐
え
ら
れ
る
。

　

患
者
の
笑
顔
と
感
謝
の
言
葉
が

最
高
の
報
酬
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｓ
）

か
る
く

た
ま
を
使
っ
て

き
ら
め
な
い

あ

あ

あ

３
つ
の
A
の
脳
活
性
化
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム

認知症予防講座スリーA教室
開催
日時

毎月第１土曜日（1月のみ第２土曜日）
時間10時～12時

場所 吉田病院精神科デイケア「昴（すばる）」

申込先：吉田病院　和デイケア　もしくは　組織課（代表 ☎ 0742-45-4601）
参加は出られる月だけで大丈夫です。「もの忘れ予防」に興味・関心のある方は、是非お申込みください。

体操の「虎の巻」は全部で3ページ。エントリーしてゲットしましょう！
参加希望の方はご連絡下さ

い

認
知
症
予
防
講
座
ス
リ
ー
A
教
室

第
4
回

「
気
軽
に
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が

は
じ
ま
り
ま
す
!

元
気
Ｕ
Ｐ
!!

元
気
Ｕ
Ｐ
!!

元
気
Ｕ
Ｐ
!!

「
い
き
い
き
元
気
体
操
」

「
い
き
い
き
元
気
体
操
」

「
い
き
い
き
元
気
体
操
」ででで
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な
ら
や
ま

な
ら
や
ま

な
ら
や
ま

な
ら
や
ま

夕
陽
ヶ
丘

夕
陽
ヶ
丘

夕
陽
ヶ
丘

夕
陽
ヶ
丘
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どなたもお気軽に

つながり塾
まつり出店楽しんでこその

健康友の会ならやま診療所支部

猛暑日猛暑日猛暑日

健康チェックで
ひと涼み

医
療
と
介
護

ど
う
な
る
？

折った鶴を連ね、診療所の待ち合い室に。

ふれあいコーナーふれあいコーナーふれあいコーナー
お越しください

開設しました
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お申し込みは→　平和会健康友の会　☎直通（0742）45-4707（FAX 兼用）

楽しんでこその

　労働基準法では、週40時間、1
日8時間労働を原則としています
（32条）。1日の3分の1は働き、
3分の1は休み、あとの3分の1
は家族や友人と遊ぶなど、自由な時
間を保障しようというのです。
　ところが、ブラック企業に限ら
ず、多くの職場でサービス残業が横
行しています。長時間労働は健康を
害し、過労死やうつ病の原因となり
ます。サービス残業は根絶しなけれ
ばなりません。
　労働基準法は、週40時間、1日
8時間をこえる労働をした場合に
は、会社は原則として、25%の残
業割増賃金を支払わなければなりま
せん（37条）。残業労働時間が月に
60時間をこえると割増率は50%
となります。もっとも、ひと月に残
業が60時間をこえると過労死の危

険があり、十分な注意が必要です。
労働組合に入り、労働条件の改善に
取り組むことを勧めます。
　会社は、午後10時から午前5時
までの深夜時間帯の労働に対しては
25%増しの深夜手当を支払う必要
があります。残業労働が深夜に及ん
だときは、割増率は25+25=50%
となります。休日の労働は35%の
割増賃金を請求でき、深夜に及ぶ時
間帯の割増率は60%となります。
　残業代の未払いについては、是
非、弁護士にご相談下さい。多くの
労働者が、労働組合に結集して、残
業・深夜・休日労働の未払割増賃金
請求の裁判に立ち上がり、勝訴判決
を得て、労働条件の大幅な改善を勝
ち取るという経験をいくつもしてき
ました。

認知症を防ぐために

　
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を

め
ざ
し
て
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
が
広
島
市
に
お
い
て
8

月
4
日
か
ら
6
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
、私
は
友
の
会
か
ら

の
代
表
と
し
て
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　

4
日
の
開
会
総
会
で
は
海

外
代
表
を
含
め
６
５
０
０
人

が
参
加
。核
兵
器
全
面
禁
止
の

大
波
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
決

意
が
語
り
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
5
日
に
は「
ゆ
る
す
な
集

団
的
自
衛
権
・
ま
も
ろ
う
憲

法
」
の
分
科
会
を
選
択
し
参

加
し
ま
し
た
。安
倍
政
権
が

7
月
に
憲
法
解
釈
を
変
更

し
、
集
団
的
自
衛
権
を
容
認

す
る
9
条
破
壊
の
「
閣
議
決

定
」を
強
行
し
ま
し
た
が
、
こ

の
暴
走
に
反
対
す
る
全
国
各

地
の
と
り
く
み
と
世
論
の
ひ

ろ
が
り
の
模
様
に
つ

い
て
の
活
動
が
交
流

さ
れ
、神
戸
大
学
の
和

田
進
名
誉
教
授
よ
り
、

「
戦
い
は
こ
れ
か
ら

だ
。国
民
の
批
判
の
声

を
起
こ
し
、安
倍
政
権

を
包
囲
し
て
い
こ
う
」

と
の
提
起
が
あ
り
ま

し
た
。

　

6
日
の
閉
会
総
会

で
は
、ア
ン
ゲ
ラ
・
ケ

イ
ン
国
連
軍
縮
問
題

担
当
上
級
代
表
に
４

１
０
万
余
筆
の
署
名

が
手
渡
さ
れ
、会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
と
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、同
上
級
代
表
か
ら
は
藩

其
文
（
バ
ン
ギ
ム
ン
）国
連
事

務
総
長
の「
核
兵
器
の
な
い
平

和
で
公
正
な
社
会
を
達
成
す

る
ま
で
頑
張
ろ
う
」と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
。こ
の
日
の
参
加
者

は
７
０
０
０
人
で
し
た
。

　

来
年
２
０
１
５
年
は
被
爆

70
年
に
あ
た
り
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
る
核
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）再
検
討
会
議

に
向
け
て
、世
論
の
動
き
を
つ

く
る
た
め
に「
核
兵
器
全
面
禁

止
の
ア
ピ
ー
ル
署
名
」が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
署
名

を
50
筆
集
め
る
人
を
1
万
人

つ
く
る
、と
い
う
取
り
組
み
に

私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、8
月
6

日
現
在
、わ
ず
か
で
す
が
59
筆

集
め
て
い
ま
す
。友
の
会
会
員

の
皆
さ
ん
も
こ
の
署
名
活
動

に
ぜ
ひ
ご
参
画
下
さ
い
。

労働問題について（④残業などの割増賃金）19

作り方
①エビは背ワタを除き塩と酒を
ふる。ねぎは1㎝に切りチーズ
は７㎜角に切る。三つ葉は２
㎝に切り、人参は千切りにす
る。

②ボールに①を入れ、分量のてん
ぷら粉から大さじ1をすくって
ふり入れ軽く混ぜ合わせる。

③別のボールに残りのてんぷら
粉と牛乳、塩を混ぜ合わせ②
を加えてからめる。

④油を170～180℃に熱し、③を
スプーンですくって落とし入
れる。時々返しながら2～3分
色よく揚げる。

材料（2人分）

ムキエビ･･･････････････ 100ｇ
塩･･･････････････････････ 少量
酒･･･････････････････････ 少々
ねぎ･････････････････････30ｇ
プロセスチーズ･･･････････30ｇ
三つ葉･･････････････････1/4袋
人参･･･････････････････10ｇ　
　　てんぷら粉･･････1/3カップ
衣　牛乳････････････1/3カップ
　　塩･･･････････････････ 少量
揚げ油

小エビとチーズのかき揚げ
《1人分…熱量338kcal 塩分1.3g》

今月の
一品料理

72

　認知症は原因や症状の違いでおもに3つに分か
れます。1つ目は血管が硬くなった結果脳梗塞や
脳出血などによって起こる「脳血管性認知症」。2
つ目は遺伝子とそれ以外の要因が複雑に関わるこ
とで脳の性質の変化が起こる「アルツハイマー
病」。3つ目は脳の細胞の中にレビー小体という物
質がたまる「レビー小体病」。このうち脳血管性認
知症とアルツハイマー病は頻度が高く食事を見直

して栄養に配慮する事がその予防に役立つといわれています。

予防法の重要なポイント
＊エネルギーと塩分の摂り過ぎに注意
　脳血管性認知症になりやすいのはすでに生活習慣病にかかっている
人。栄養バランスの良い食事をほど良く摂る事、塩分をとり過ぎない
様に気を付ける事が基本です。

＊バランスよく摂る様心がけましょう
　ほど良いエネルギー量を保つために炭水化物、蛋白質、脂質という
三大栄養素は不可欠です。
　認知症予防の観点では魚は週2～ 3回は食べる事を意識しましょ
う。認知症予防に役立つｎ－3系多価不飽和脂肪酸（エイコサペンタ
エン酸［ＥＰＡ］やドコサヘキサエン酸「ＤＨＡ］）は魚に多く含まれ
ています。またビタミンＡ・Ｄ・Ｅ・Ｂ12・葉酸といったビタミン類
の不足はアルツハイマー病のリスクと関連すると指摘されています。
様々な食品をまんべんなく摂る事で抑えられます。

＊バラエティ豊かな食事を楽しむ事が大事です
　認知症予防に役立つ栄養素はサプリメントにたよるのではなく食事
から摂る事が重要です。
　和食に加えて牛乳・乳製品を摂ると効果的と言われます。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
て

弁護士  佐 藤 真 理

身
近 な

法律相談法律相談法律相談

　奈良合同法律事務所
　☎ 0742 ━ 26 ━ 2457

あ
や
め
池
診
療
所
支
部　

加
嶋
宗
一

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
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【
質
問
１
】
お
薬
の
期
限
に
つ
い
て

●
シ
ロ
ッ
プ
剤
…
…
精
製
水
で
調
整
し
て
い

る
た
め
、
原
液
で
な
け
れ
ば
通
常
は
１
～

２
週
間
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
あ
し
び
薬

局
で
は
１
週
間
と
し
て
い
ま
す
）

●
点
眼
薬
…
…
開
封
し
な
け
れ
ば
、
各
点

眼
薬
の
本
体
に
使
用
期
限
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
封
後
は
、
１
か
月
が
目
安
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
…
…
未
開
封
の
も
の
は
点

眼
薬
と
同
じ
で
本
体
に
記
載
が
あ
り
ま

す
。
開
封
後
は
２
～
３
か
月
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
坐
薬
…
…
処
方
日
か
ら
半
年
～
１
年

●
軟
膏
…
…
処
方
日
か
ら
半
年
～
１
年

●
錠
剤
・
カ
プ
セ
ル
…
…
通
常
２
年
、
な
か

に
は
３
年
～
４
年
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

●
散
剤
…
…
シ
ー
ト
包
装
の
も
の
は
錠
剤

カ
プ
セ
ル
剤
と
同
じ
で
す
。

　

た
だ
し
、
保
管
状
態
に
も
よ
り
ま
す
。

湿
気
に
気
を
付
け
て
、
直
射
日
光
を
避
け

て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
薬
は
そ
の
時
の
病
態
に
対
し

て
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
が
し
ば
ら

く
あ
い
た
場
合
な
ど
は
そ
の
お
薬
で
は
適

応
で
き
な
い
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
の

で
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
判
断
で

服
用
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
質
問
２
】
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
服
用
時
間
に

つ
い
て

　

法
律
上
、
食
品
に
分
類
さ
れ
る
た
め
に

決
め
ら
れ
た
服
用
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飲
ん
で
い
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
医

師
・
薬
剤
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

参
考
ま
で
に
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｄ
、
Ｋ
…
…
脂
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
な
の
で
、
空
腹
時
は
吸
収
が
低
下
し

ま
す
。
食
事
中
か
食
後
に
服
用
が
望
ま

し
い
。

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｅ
…
…
水
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
な
の
で
早
く
体
外
に
排
出
さ
れ
る
た

め
に
1
日
２
～
３
回
に
分
け
て
食
後
に
服

用
が
望
ま
し
い
。

●
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
…
…
ア
ル

カ
リ
性
な
の
で
食
後
す
ぐ
は
胃
酸
で
中
和

さ
れ
る
の
で
食
前
服
用
の
方
が
望
ま
し
い
。

●
ア
ミ
ノ
酸
…
…
食
事
中
は
食
品
中
の
ア

ミ
ノ
酸
が
先
に
吸
収
さ
れ
、
サ
プ
リ
メ
ン

ト
か
ら
の
吸
収
が
低
下
す
る
た
め
、
食
後

２
～
３
時
間
、
ま
た
は
食
前
30
分
、
ま
た

は
空
腹
時
に
服
用
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

●
Ｄ
Ｈ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10

…
…
空
腹
時
は
吸
収
が
低
下
す
る
た
め
、

食
事
中
、
食
直
後
に
服
用
す
る
の
が
望
ま

し
い
。

4

平
和
会
健
康
友
の
会
の
２
０
１
4
年
度
会
費（
年
額
１
０
０
０
円
）の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

カ
ギ
を
解
き
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
に
並
べ
て
出
来
る
言
葉
を
答

え
ま
し
ょ
う
。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
伝
家
の
─
を
抜
く

②
月
を
眺
め
鑑
賞
す
る
こ
と

③
一
文
の
○
○
に
も
な
ら
な
い

⑤
頭
か
ら
○
○
を
立
て
て
怒
る

⑥
暴
君
の
無
茶
な
提
案
に
誰

も
─
で
き
な
か
っ
た

⑦
偉
大
な
人
。
─
の
伝
記

⑨
孫
悟
空
が
活
躍
す
る
物
語

⑬
誠
実
で
正
直
。
─
な
人

⑮
文
献
、
本
。
○
○
を
読
む

⑯
人
は
○
○
の
み
に
て
生
く

る
者
に
あ
ら
ず

⑰
上
位
の
人
に
意
見
を
述
べ
る

⑱
楽
団
に
属
し
て
演
奏
す
る
人

⑲
ヨ
コ
10
と
は
か
た
き
同
士

㉑
─
に
あ
た
る
と
身
体
に
毒

㉓
山
あ
り
○
○
あ
り
の
人
生

㉕
草
木
も
眠
る
○
○
三
つ
時

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
コ
ー
ヒ
ー
は
○
○
○
に

④
配
給
・
配
当
な
ど
を
受
け
る

⑧
水
面
に
浮
か
ぶ
草
の
総
称

⑩
─
ボ
タ
ル

⑪
巨
万
の
○
○
を
築
く

⑫
○
○
で
も
テ
コ
で
も
動
か
ぬ

⑭
○
○
よ
り
証
拠

⑮
船
が
港
を
出
る
こ
と
。
出
港

⑰
試
合
に
勝
て
ず
意
気
─

⑲
本
能
寺
の
○
○

⑳
文
明
の
発
展
に
○
○
す
る

㉑
食
○
○
。
○
○
ば
り

㉒
井
の
字
の
形
。
─
に
組
む

㉔
平
安
初
期
の
僧
。
弘
法
大
師

㉖
専
任
の
対
。
兼
務

㉗
─
破
壊
、
─
の
猛
威

答
え

A B C D E F G H I J K L M N

あしび
薬局
98

な
ら
や
ま
俳
句
の
会

琵
琶
の
種
な
ん
で
こ
ん
な
に
大
き
い
の

新
緑
の
枝
に
飛
び
交
ふ
小
鳥
か
な

―
―
―
勇

梅
雨
に
入
り
読
み
か
け
の
本
な
く
な
り
ぬ

梅
雨
来
た
り
黄
傘
の
列
に
割
り
込
み
ぬ

―
―
―
茂

春
キ
ャ
ベ
ツ
ザ
ク
ザ
ク
ザ
ク
と
山
盛
り
に

撒
か
れ
た
る
団
扇
拾
ひ
て
浄
土
か
な

―
―
澄
子

さ
く
ら
ん
ぼ
枝
を
引
き
寄
せ
口
許
へ

蕨
と
り
灰
汁
抜
き
配
る
ひ
と
り
居
へ

―
―
恒
子

明
け
急
ぐ
夜
半
に
目
覚
め
て
独
り
言

故
郷
の
蛍
袋
と
友
の
顔

―
―
友
子

「
な
ら
や
ま
俳
句
の
会
」
は
な
ら
や
ま
診
療
所
支
部
の

俳
句
サ
ー
ク
ル
で
す
。（
活
動
日
：
毎
月
第
2
木
曜
日
）

吉
田
病
院
精
神
科　
　
　

　

医
師　

奥
山　

薫

　

私
は
、
以
前
働
い
て
い
た
病

院
の
男
性
上
司
に
、「
結
婚
し
た

か
ら
っ
て
人
の
穴
埋
め
み
た
い

な
仕
事
ば
っ
か
り
し
た
く
な
い

で
し
ょ
？
」
と
言
わ
れ
た
事
が

あ
り
ま
す
。

　

結
婚
も
し
て
お
ら
ず
子
供
も

い
な
か
っ
た
私
は
「
し
っ
か
り

勉
強
し
な
さ
い
よ
」
く
ら
い
の

意
味
か
な
と
思
い
つ
つ
、
な
ん

だ
か
違
和
感
を
感
じ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

家
庭
と
子
供
を
も
っ
て
み
て

初
め
て
、
女
性
が
仕
事
を
続
け

る
上
で
、“
人
の
穴
埋
め
み
た
い

な
仕
事
”
し
か
で
き
な
い
時
期

が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。
あ
の
時
の
男
性

上
司
は
、“
穴
埋
め
み
た
い
な
仕

事
し
か
で
き
な
い
女
医
は
、
医

師
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
不

十
分
で
あ
る
”
と
少
な
か
ら
ず

考
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
あ
の
言

葉
が
で
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
言
葉
を
も
っ

と
広
げ
て
考
え
て
み
る
と
、（
女

性
で
も
そ
う
な
ん
だ
か
ら
）
男

性
な
ら
一
人
前
の
仕
事
を
し
て

当
た
り
前
と
い
う
意
味
に
も
受

け
取
れ
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で

男
性
自
身
の
首
を
絞
め
る
考
え

に
は
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
と
思
う
の
で
す
。
心
身
の
状

況
や
家
庭
や
状
況
に
よ
り
、
男

性
だ
っ
て
十
分
働
け
な
い
時
期

は
あ
っ
て
も
仕
方
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
は
男
性
に

と
っ
て
も
働
き
や
す
い
の
で
は

な
い
か
、
女
性
の
労
働
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
引
い
て
は
男
性

の
労
働
環
境
の
改
善
に
も
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

平和会の
“梅ちゃん”先生

第 6回

今
回
は
、
友
の
会
の
読
者
の
方
か

ら
以
下
の
質
問
を
頂
き
ま
し
た
の

で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奈
良
市
学
園
大
和
町　

服
部　

節
子

　

我
が
家
に
は
薬
の
錠
剤
が

残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

の
「
薬
の
保
管
に
つ
い
て
」

の
コ
ー
ナ
ー
は
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

奈
良
市
秋
篠
三
和
町

　

今
中　

裕
子

　

毎
年
「
特
定
健
診
」
を

吉
田
病
院
で
受
け
て
お
り

ま
す
。
友
の
会
だ
よ
り
の

紙
面
に
書
か
れ
て
お
り
ま

す
「
血
管
の
若
さ
を
保
つ
」

記
事
を
熟
読
し
日
常
の
食

事
、
運
動
を
心
が
け
て
健

康
年
齢
を
伸
ば
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

奈
良
市
二
名　

 

辻
本　

敏
子

　

4
月
か
ら
の
消
費
税
値

上
げ
に
も
大
変
な
負
担
で

す
が
、
店
に
よ
っ
て
そ
の

上
便
乗
値
上
げ
を
す
る
の

が
目
立
っ
て
困
り
ま
す
。

そ
れ
で
な
く
て
も
生
活
が

苦
し
い
の
に
不
自
由
な
足

で
仕
方
な
く
、
便
乗
値
上

げ
に
甘
ん
じ
て
、
せ
い
い
っ

ぱ
い
熱
中
症
に
な
ら
ぬ
よ

う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
市
法
蓮
町　

高
橋　

嘉
子

　

友
の
会
だ
よ
り
が
届
い

た
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
旅

客
機
撃
墜
…
！
世
界
の
不

戦
平
和
も
日
本
の
不
戦
平

和
も
心
配
な
時
代
に
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。

奈
良
市
鶴
舞
西
町　村

山　

一
郎

　
「
平
和
会
の
梅
ち
ゃ
ん
先

生
」
毎
号
楽
し
く
拝
読
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
若
い
女
医
さ
ん
の
患

者
さ
ん
へ
の
暖
か
い
心
遣

い
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
心
に
伝

わ
る
も
の
が
あ
り
感
動
し

て
い
ま
す
。

生
駒
郡
三
郷
町　西

川　

規
矩
子

　

不
戦
・
平
和
を
星
に
願

う
だ
け
で
な
く
「
集
団
的

自
衛
権
」
に
対
し
て
ま
ち

が
っ
た
政
府
の
や
り
方
を

正
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
な
ん
と

い
っ
て
も
「
主
権
在
民
」

で
す
か
ら
。

大
和
郡
山
市
代
官
町　

山
本　

順
子

　

8
月
15
日
「
赤
紙
」
配

り
を
し
ま
す
。
年
配
の
方

は
「
そ
う
そ
う
、
こ
う
い

う
紙
や
っ
た
」
と
話
さ
れ

ま
す
。
二
度
と
使
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な

く
て
は
。

◎
奈
良
市
あ
や
め
池
南
　

◎
奈
良
市
学
園
朝
日
町
　

◎
奈
良
市
帝
塚
山
南
　

◎
奈
良
市
西
大
寺
芝
町
　

◎
奈
良
市
敷
島
町
　

◎
奈
良
市
敷
島
町
　

◎
奈
良
市
敷
島
町
　

◎
奈
良
市
学
園
中
　

◎
奈
良
市
中
山
町
　

◎
奈
良
市
西
大
寺
北
町

奥
田
　
和
子

徳
田
　
明
恵

林
　   

敏
恵

永
井
　
牧
子

赤
井
　
和
夫

吉
田 

美
佐
子

寺
門
　
武
志

長
渕
　
昭
宗

福
谷   

　
希

藪
　
伊
代
子

《
応
募
方
法
》

　

は
が
き
に
、
①
答
え 

②
氏
名 

③
年
齢 

④
住

所 

⑤
電
話
番
号 

⑥
紙
面
へ
の
感
想
な
ど
を
書

い
て
、《
〒
６
３
１
︱
０
８
１
８　
奈
良
市
西
大

寺
赤
田
町
１
の
７
の
１　

吉
田
病
院
内
「
平
和

会
健
康
友
の
会
ク
イ
ズ
係
」》
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。
締
め
切
り
は
10
月
10
日
。
正
解
者
抽
選

の
う
え
、当
選
者
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
５

０
０
円
）
を
贈
り
ま
す
。

　

1
5
7
号
の
答
え
は
「
ホ
シ
ニ
ネ
ガ
ウ
フ
セ

ン
ヘ
イ
ワ
」（
星
に
願
う
不
戦
平
和
）
で
し
た
。

回
答
は
45
通
、
正
解
は
44
通
で
し
た
。

抽
選
の
結
果
、
当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

奥
山
先
生
の
連
載
は
今
回
で

終
了
と
な
り
ま
す
。


